


1.研究の目的

　5 才児の発達水準がどの程度であり,問題児の発見にはどのような発達項目

によるスクーニングが妥当であるが,いわゆる問題行動は子どもの発達過程の

どの時期にどの位の頻度であらわれるか,3 才児と比較したとき 5 才児の健康

上の問題やその養育者の直面する問題はどうか,という点を明らかにするため

の調査を実施した。


